
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ れ か ら 31 年 が 経 っ て 

理事長 大井 妙子 

 すみれ荘・ゆりの木荘が建ち、利用者さんの入居が始まったばかりの頃です。日中活動の準備もなく

皆さんが思い思いに過していた一時期があり、私には忘れられない事件がありました。 

 散歩が好きでいつもあちこちを歩き廻っていたK さんがパトカーに乗って帰って来たことがありまし

た。ご本人は満面の笑顔で巡査の表情も悪くはなく（何事？）と思っていたら「通報があってね。〇町

の新しい家の庭で母子が洗濯物を干したり草むしりをしていたところを垣根のむこうからニコニコしな

がらジーッと見ている人がいる、とのことなので行ってみたらこの人でした。サイフに迷子札が入って

いたので連れてきました。」とのことでした。 

 その時の K さんが「おれここに来てよかったやァ。前のとこなら大変だったけど好きにできてうれし

いやァ」と云われたのです。 

 事の是非はともかくとして～自分の思いに沿って行動ができるような生活をしてもらいたい～という

私の所期の目標に一つの評価を頂いた気がしてとてもうれしかったのです。 

 通勤寮に在職していた頃「父母の会」との話し合いの中からハウス花見川の基になった生活ホームが

平成 4 年（1992 年）にオープンして今年は 31 年目になります。 

 あの頃それぞれがそれぞれの会社に勤めて溌溂としていた皆さんも、今年は最高令の方が 79 才にな

り（平均 62 才）あの頃の K さんのように「うれしいやァ」と思える日々を送られているのでしょうか。 

 コロナによって何もできない長い時間もありましたが、利用者の皆さんと職員一同が協力して守るべ

きルールを守り大事には至らずに過すことができました。そして利用者の皆さんも今は毎日の散歩や機

能訓練のお蔭で元気に歩かれてはいますが、つまずいたり滑ったりが心配の種であったり、視力や聴力

が弱くなったり、動作が遅くなる、排泄がうまくいかなくなる等々の不具合が出てくることと思います。 

 環境の整備や衛生管理は元より一人一人の支援には細心の注意を払ってその状況やニーズを把握し職

員の共通理解を図りたいものと思います。勿論これからも「何かをしたい」と思いをこらしている方が

いるかと思いますが傾聴できる時間を確保するためには工夫が要るかもしれませんね。 

 でも、あれから 31 年が経って、傾聴することにこそ私たちの仕事のやり甲斐があったのではないかと

思っています。 
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グループホーム春の遠足 茨城牛久大仏公園散策 

5 月 14 日（日）当日はお天気が心配されましたが、何とか一日持ちこたえ、茨城県牛久へ春の遠足に行ってきまし

た。久しぶりのバス旅行で八街つばさ寮の利用者さんも参加し総勢 39名となりました。 

   

 

最初、「遠足などできるのか」、「歩けるのか」など不安材料だらけでしたが、案ずるより産むが易し。元気に歩いて無事

に遠足を満喫しました。 

世界最大の大きさを誇る牛久大仏は、皆が皆、下から眺めると大きくてびっくりしたのではないかと思います。中に入

ると 85 メートルくらいまでエレベーターで上り、外の景色を見ることが出来ました。残念ながら窓が小さく今一つでした

がそれでもワアワアと歓声をあげてくれたので良かったのではと思います。 

園内では、班ごとに分かれて散策し、レストランで昼食を摂りました。レストランのメニューが限られていたので、食べる

ことが楽しみの一つである利用者さんにとっては少し物足らなかったのではと思いました。。 

何はともあれ、無事に終わったことが一番でした。皆さんお疲れさまでした。  （佐藤） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｗ＆Ｓすばる外出支援 

「千葉市動物公園」 

5月 20日（土）は W&S外出イベント前半組。千葉市動物公園散策ツアーに出かけました。 

前日から天候優れず不安はありましたが、当日は快晴とまではいかないものの雨も上がり、涼風を感じる 

散策にぴったりの天候になりました。 

雨上がりの暑すぎず寒すぎずの天候になったおかげで、普段は隠れて休んでいるチーターが、ベストポジションでキリッ

と立っているところを観察することが出来ました。 

帰りには皆さんニコニコの笑顔で、それぞれかわいいお土産を選んでいました。 

 「ワンズモールお買い物ツアー」 

6月 3日（土）W&S外出イベント後半組は千葉城（千葉市立郷土博物館）見学ツアー。 

出発前に千葉城と千葉氏の歴史の動画を視聴し、歴史を学んでいざ出陣！ 

…と、思った矢先、前日の豪雨の影響で目的地の近辺に警報が発令されたことから、安全を考え、急遽ワンズモール

お買い物ツアーに変更。 

ホームで聴く CD を買いたい！ ぬり絵に使う色鉛筆を買いたい！ 特に決めていないけれど、何か良いものがあれば

買いたい！と、チーム分けをして買い物をしました。集合場所では思い思いの買い物を手に、みんな満面の笑み。予

定とは異なるイベントになりましたが、皆さんの楽しい思い出になったことと思います。 

昼食後の降所時にはすっかり晴れて、ぬかるんでいた地面も乾いていました。一日お疲れさまでした。 （齋藤） 

 

千葉城の歴史を 

全集中で勉強中！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

虐待防止委員会 

昨年度から虐待防止に係る取組と身体拘束等適正化に係る取組が義務化となり、当法人でも虐待防止・身体

拘束適正化委員会を設置し、運営方針やマニュアル作りなど基礎作りを行ってきました。 

今年度はそれを基に、職員に対してマニュアルの周知徹底、知識・支援の質の向上のための研修会の開催、

虐待防止チェックリストの定期的な実施を行い、虐待防止等に努めていく所存です。 （千堂） 

各委員会の取り組み 

令和５年度 

リスクマネジメント委員会 

今年度のリスクマネジメント委員会は、昨年の引継事項を主に取り組んでいきます。事故につながる前に気

づいたリスクについて報告するヒヤリハット報告書の件数を上げる為に、書式を変更したり、研修委員会と

合同で研修を行えるようにしたりといった準備をしていく予定です。 

この他にも、嚥下・食事についてや、感染症、ハラスメントについても検討していきます。 

利用者、職員共に安心・安全な活動ができるように今年も一年間取り組んでいきます。 （飛田） 

研修委員会 

今年度の研修委員会は、①不定期研修会として普通救命講習を外部講師を招いて行います。以前に同研修を

行いましたが新しい職員の方も増えたので、いざという時に備えるためにも開催を予定しています。②勉強

会ではヒヤリハットの重要性について学んでいきます。リスク回避するために共通認識を持ち支援すること

が目標です。③虐待防止・身体拘束適正化委員会と協力し、虐待・ハラスメントに関して、より深く理解で

きるよう計画して参ります。 （藤田） 

4 月からつばさ寮の世話人として支援の仲間入りを

させて頂いております。 

気がつかないところも多々あるとは思いますが、 

つばさ寮は大先輩が揃っていますので心強いです。 

利用者さんへの良き支援が出来る様、共に成長し 

ていきたいと思っています。 

どうぞよろしくお願い致します。 

GH森田 香苗 

4 月よりW&S に配属されました。 

前職では学童保育・生活支援員・重度訪問介護

と障がい者支援の経験があります。 

さをり織り・和紙をはじめとする作品作りは初

めてで、携われることに感動しております。 

心新たに新人として一から学び、信頼して頂け

る力強い存在となれるよう精一杯頑張っていく

所存です。どうぞよろしくお願い致します。 

W&S 上石 さくら 

新人職員紹介 

 

島崎 正敏 様    伴 玲子 様 

興栄燃料(株) 様   (有)小川總業 様 

ありがとうコーナー  編集後記 

新年度は久しぶりに外出イベントを企画できまし

た。迎える夏本番も皆さん楽しく元気に過ごせま

すように。  （齋藤） 


